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認定特定非営利活動法人「うりずん」からの便り

うりずんとは…「潤う」と水が土にしみとおる「染む」からなる言葉で、沖縄の若夏をあらわします。さわやかな南風が吹き、野山は緑にあふれます。
　　　　　　　 うりずんのようにやさしい風に包まれて、ゆったりとした時間を過ごしていただきたいという思いから名付けられました。
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テーマ：ぬくもりのある場所をめざして

私たちの住む地域のどこかで、
重い障がいを抱えた子どもたちと
24時間その子どもを介護している家族が暮らしています。
うりずんは、子どもたちが友だちと楽しく遊び、
両親は介護から離れひと休みできる場所です。
障がいを持った子どもと家族に
「普通」に暮らすことができる社会を目指しています。

うりずんの想い

空間の力・人の力

　うりずん新拠点が建築され
て、この春で4年になりますが、
見学者の方からは、いまだに「木
の香りがする」と言う声があが
ります。うりずんのヒノキの床
を歩きながら、子どもたちがス
タッフと一緒に楽しそうに過ご
している様子をみると、こちら
もワクワクするのです。
　うりずんに通う子どもたちの
中には、歩ける子どもや、床を
上手に転がって移動する子ども
がいますが、動けない子どもの
ほうが多いのです。私たちも、
移動する力のある人は、そこにいて、気温、日差し、風、
音、人の目などの面から居心地がよくなければ、別の
場所に移動することができます。しかし寝たきりにな
ると、自分で移動することは困難になります。そこに
寝ている毎日だとすると、心地よい環境とはどんなも
のでしょうか。
　30年後の医療の姿を考える会（代表は秋山正子さん）
主催の第12回市民公開シンポジウム（平成30年3月
11日・東京）で園田 眞理子さん（明治大学理工学部建
築学科教授）が語った話は環境を考える上で示唆に富ん
でいました。
　『一般に言う「バリアフリー」とは、広さや幅、段差、
手すりなどに工夫を加えて、何か動作を行うことを目
的にする。動くことはDoingである。実はもう一つ足
りないことがある。それは、「そこに居る環境」を保障
することである。光や、音、熱や空気のことを考える
ことである。居ることはBeingである。これらを考え
ないと、心地よさの実現は難しい。Doing主体の考え
方は、治療や介護をする施設で取り入れられている。

能動的で機能的である。一方、
Being主体の考え方は、そこ
に憩い、佇むだけで、心が癒
され、心地よい。受動的であり、
住まいの考え方である。』
　うりずんの床は、夏に素足
で歩くと気持ちが良いですが、
厚さがある床なので冬でも冷
たくありません。床に寝そべ
ると風と光が入って来ます。
目を閉じると、楽しそうな音
や声がします。うりずんは、
そこにいるだけで安らげる空
間の力と、傍らにいて世話を
する人の力がある状態を目指
しています。

Ａ君のこと

　令和1年12月22日、子どもの貧困撃退！サンタde
ランが開かれました。参加者の皆さん、支援してくだ
さった皆さん、ありがとうございました。
　会場で、久しぶりにＡ君に会いました。Ａ君は、あ
る団体が支援している家庭環境に課題を抱えている子
どもでした。
　数年前、Ａ君の家に行ったときの衝撃は今でも忘れ
ません。床は足の踏み場がないくらいゴミがあり、大
人の気配のしない家でした。Ａ君たちは、何度か一緒
にサンタdeランに出ているので覚えていてくれまし
た。大したことはしていないのですが、親以外に、子
どもたちに声をかけてくれる大人（優しく？　面白い？）
がたくさんいると、子どもたちにもあたたかな風が吹
くのではないかと思います。今、各地で、子どもたち
を救う取り組みが進んでいます。今年もできることを
やっていこうと思います。

ぬくもりのある
場所をめざして
認定特定非営利活動法人うりずん

理事長　髙 橋 昭 彦

謹賀新年
旧年中は大変お世話になりました
今年もよろしくお願い申し上げます
　　令和２年　元旦

Being主体の考え方は、そこ
に憩い、佇むだけで、心が癒
され、心地よい。受動的であり、
住まいの考え方である。』
　うりずんの床は、夏に素足
で歩くと気持ちが良いですが、
厚さがある床なので冬でも冷
たくありません。床に寝そべ
ると風と光が入って来ます。
目を閉じると、楽しそうな音
や声がします。うりずんは、
そこにいるだけで安らげる空
間の力と、傍らにいて世話を
する人の力がある状態を目指
しています。

ぬくもりのある
場所をめざして
認定特定非営利活動法人うりずん

髙 橋 昭 彦

旧年中は大変お世話になりました
今年もよろしくお願い申し上げます
　　令和２年　元旦



うりずん通信

❷

　うりずんには様々な活動を支えてくださっているボランティア
さんが沢山います。今回はその中から「読み聞かせボランティア：
おしゃべり雀」さんのご紹介です。

＊

読み聞かせボランティアをはじめられたきっかけは?

2011年7月の南図書館開館にともない、おはなしボ
ランティア養成講座が開かれ、そ

の講座の一期生、二期生合わせて現在
23名が、図書館やイベント等で、子ど
もたちに絵本の読み聞かせや素話を語
っています。そのうち有志8名がうり
ずんさんにおじゃまするようになった
のは2017年11月でした。その時に子
どもさんたちにわかりやすい名前をと
いうことで「おしゃべり雀」として雀のワッペンをつけて
登場し、いまではすっかり「雀さん」です。

はじめはどのような印象でしたか?

障がいのあるお子さんに接したことがないメンバー
は自分に続けられるかな?と思ったようですが、実

際に読み聞かせをやってみると、いつも通りで変わりな
く、楽しんでもらえました。

読み聞かせを楽しんでもらう工夫はどんなところで
すか?
図書館での読み聞かせは、子どもたちに本の楽しさ
を知ってもらうということで、手遊びで使う小物以

外は、本以外のものを持ち込まず、森のおはなし会以外
は大型本も使いません。でも、うりずんでは物語の進行
に合わせた小道具を手づくりしてみんなにも参加しても
らえるようにしたり、大型本を使ったり、わかりにくいと

ころは短めにしたりして
います。手遊びやわらべ
唄でもいっぱい手作りの
小物を使い、手話の歌な
ども入れ、とにかく楽し
い時間をすごしてもらえ
るようにと考えています。
　さらに回数を重ね、子

どもたちが喜んでくれることをいろい
ろやりたくなって、手品やバルーン、
皿回しまでやるメンバーもいて、読み
聞かせはどこにいったの?と仲間から
からかわれたりしています。

ボランティアをやっていて感じることはどんなこと
でしょう。
とにかく楽しいということ。子どもたちの反応を考
えながらする準備が楽しい。もちろん本番が一番楽

しいですが、反省会もまた楽しいということで、月一回
の訪問をいつも心待ちにしています。特にスタッフさん
が子どもさんと一緒に盛り上げて楽しんでくださるので、
本当にやりがいがあります。手品はそんなスタッフさん
が、大変なお仕事の合間に、少しでも楽しんでもらえた
らと思う気持ちも込めてやっています。一回の担当は2
名なのですが、平均6～7人で押しかけています。その
理由はうりずんで楽しい時間を一緒に過ごしたいから。
用事があって参加できなかった時にすごく楽しかったよ
という話を後で聞くと残念でなりません。

今後に向けての希望はありますか?

子どもたちが楽しめることをもっと続けていきたい
ですし、うりずんに来たことがない仲間も誘ってこ

この子どもたちのことを知ってもらい、楽しい時間を共
にすごせたらいいなと思います。

陽だまり／ KOMAY

凍えそうな世界にだって
太陽みたいな眩い笑顔と
日差しのように弾けた声が
重なり一つになったなら

そこにはきっと陽だまりのような
ぬくもりに満ちた時間が流れ
冷えた心を優しく包み生きる力を与えてくれる

君にとってのそんな場所に
そんな居場所に僕はなりたい

うりずんを支えてくださるボランティアさんたち

「読み聞かせボランティア：おしゃべり雀」さん
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●  12月17日、日下幸雄さん、大井綾子さん、豊田眞美さん、
赤羽加代子さんにボランティアの活動後の時間に伺いま
した。（三谷知子）

ご 紹 介 ♪
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●2019年10月～12月のご利用状況　　（人）
10月
132

11月
126

12月
114

合 計
372

＊ いずれも延べご利用人数です

●2019年10月～12月のご来所状況　  （人）

見　学　者
ボランティア
計

10月
147
 13
160

11月
  82
  12
  94

12月
  75
  35
110

合 計
304
  60
364

●現在の登録状況……… 59名（12月31日現在）

日中一時支援事業

●現在の登録状況……… 19名（12月31日現在）
居宅介護事業

●現在の登録状況……… 16名（12月31日現在）
移動支援事業

●現在の登録状況……… 10名（12月31日現在）
相談支援事業

※ 詳細につきましては、認定ＮＰＯ法人うりずんHP
「事業所案内　活動報告」をご参照ください。

＊ 児童発達支援 ……………………… 13名
＊ 放課後等デイサービス …………… 17名

●現在の登録状況（12月31日現在）

児童発達支援・放課後等デイサービス事業
●2019年10月～12月のご利用状況　　（人）

児童発達支援
放課後等デイサービス

10月
89
90

11月
69
86

12月
68
83

合 計
226
259

＊ いずれも延べご利用人数です

●現在の登録状況　1名（12月31日現在）

居宅訪問型保育事業
●2019年10月～12月のご利用状況　　（人）
10月
15

11月
13

12月
18

合 計
46

＊ いずれも延べご利用人数です

見学・ボランティア等ご来所者数

　　
名前：泉　心結さん（みゆちゃん）
学年・年齢：小学２年生・８歳

好 きなこと：
　お絵描き、歩行練習
　笑点・のど自慢を見ること
嫌 いなこと：
　ひとりぼっちにされること、
　とちのきファミリーランドの
　スカイシップ
う りずんてどんなところ？：
　 お友達と一緒に楽しくゆっく
り過ごせる場所
メ ッセージ：うりずんさんが自宅から近い場所にあるので、毎日安
心して生活を送ることが出来ています。心結も家族もうりずんさ
んが大好き。これからもよろしくお願いします。

うりずんの仲間たち

名前：浅井 健太さん（けんけん）
学年・年齢：５歳

好 きなこと：
　歌をうたうこと、お買い物、おふろ
嫌 いなこと：歯みがき、大きな音
う りずんてどんなところ？：
　 いつも笑顔になれて、お友達・スタッフさんと
楽しく過ごせる場所。

メ ッセージ：うりずんに通い始めた頃は泣いてい
たけんけん。今ではうりずんへ行くことを楽し
みにしている毎日。うりずんでの経験がけんけ
んを大きく成長させてくれています。これから
も甘えんぼけんけんをよろしくお願いします。

ご家族に伺いました♪

月22日（金）に、はりゆん運動会を行いま

した！参加者は、児童8名、ご家族16名の

24名でした。

　前日までは、とってもいい天気でしたが、当日は

曇りで気温が低かったため、開会式は芝生で、競技

は室内で行いました。

　「かけっこ」では、子ども達に合わせて、お尻歩

きや歩行器、抱っこ等いろんなスタイルで走りまし

た。練習では自分で進めていたのに、本番では緊張

してお母様から離れられなかったり、ゴールの手前

で止まってしまったりと、笑いと応援の声が部屋中

に溢れました。

児童発達支援責任者　齋藤志津香

11うりずん日記うりずん日記

子つなひき」では、子ども達以上

に保護者の方々の白熱した戦いに

なりました。「保護者 vsスタッフのつな

ひき」では、両者靴下を脱ぎ、本気で戦

いましたが力自慢のスタッフ達がずるず

ると引きづられ、保護者チームの圧勝で

した。

　思いっきり体を動かした後は、みんな

でわいわいお弁当を食べました。

回の運動会では、みんなで盛り上がり笑顔がたくさん

見られました。今後も、たくさんの経験ができるよう

なイベントを考えていきたいです。

今

「親

なイベントを考えていきたいです。
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　「うりずん通信・テレマカシー」は年4回の
発行となります。一回の発行費用に、印刷・郵
送代などで15万円ほど必要となります。そこ
で、広告代として通信発行を支援していただけ
る協賛企業様を一口1万円で募集いたします。
　次号掲載のご希望
の方は3月中旬までに
NPO法人うりずんまで
ご連絡ください。皆様
方のご協賛・ご支援を
宜しくお願い申し上げ
ます。

ＮＰＯ法人うりずんでは
通信発行をご支援してくださる

協賛企業様を随時募集しております。

協賛企業様

キープキャリエール

あなたのキャリアにエールを
＜事業内容＞医療的ケアが必要な子どものレ
スパイトケア、ホームヘルプ、児童発達支援、
放課後等デイサービス、訪問看護など。

詳細はうりずんまでお問い合わせください。スタッフ一同、心よりお待ちしております。

☎ 028-601-7733（日・祝祭日はお休みです）連絡先

スタッフ募集

子ども達の笑顔に癒される毎日です！私たちと一緒に
笑顔いっぱいのうりずんを作りませんか？

うりずんでは、職員（常勤・非常勤）を

募集しています！
＜募集職種＞
看護師・介護福祉士・ヘルパー・OT・PT・
ST・保育士・相談支援専門員（障がい分野
での相談支援業務経験者のみ）

　障がい福祉分野を経験された方やこれから
経験したい方で、うりずんの事業に関心のあ
る方、新事業立ち上げに興味のある方…是非
うりずんで一緒に働きませんか！

ボランティア
も募集しています！

★ 平日の午前（9:00～14:00）、午後
（14:00～18:00）、土曜勤務可能なパー
ト保育士、介護職、看護師を急募中です！
（勤務時間等応相談）

急
募
中

　宇都宮市内の岡本駅東口の側に
あるベルギーチョコレート専門店
「Nello（ネロ）」。ベルギー大使館推
奨のチョコレートブランドで、一つ
一つがベルギーのショコラティエの
手作りなのだとか。
　ショーケースに並んだチョコレー
トはずっと見ていたくなる美しさ、

　芸術です。口に入れると濃厚な
カカオとミルクが広がり、幸せい
っぱい、この上ない満足感が得ら
れます。

　店内にはプラリネの他、トリ
ュフ、オランジェット、ミルク
チョコレートにベルギーのクッ
キー、ホットチョコレート等も
あります。ギフトには勿論、毎
日頑張っている自分へのご褒美
にいかがでしょうか。（川島永莉）
■Nello（ネロ）

〒329-1104 栃木県宇都宮市下岡本町4226-2　☎028-611-1962
営業時間 :10:30～18:30（若干、日によって変更あり）
定休日:火曜、第2月曜日　駐車場２台
ホームページ : https://nello.jp　※発送も行っています。

Nello

ベルギーチョコレート専門店

NelloNello
ネロ

　今年も「そらぷちキッズキャンプ」様から、キャンプの
招待状が届きました。３回目となる今回は、ご利用者様の
３家族と、うりずんから髙橋理事長、豊田、栗原、田中の
総勢16名で参加させていただきました。バスに乗り込み、
ワクワクドキドキでうりずんを出発！ところが次第にハラハラ
ドキドキに…渋滞で飛行機の時間に間に合わない !!…と、
大ハプニングから始まったそらぷち2019の旅でした。
　それでも、様々な調整をして羽田で迎えてくださったそ
らぷちスタッフ、空港のスタッフ、安全運転に努めてくださ
ったバスの運転手の皆様、そして、細やかで温かな心配り
をして楽しませてくださった現地のそらぷちスタッフ皆様の
おかげで、沢山の「初めて」を経験したり、ゆったり流れる
雲を眺めたり、森の匂いに包まれたり、美味しいお食事を
味わったり…と、全力で楽しんだ４日間でした。（田中恭子）

　昨年に引き続き、「難病の子どもと家
族の社会参加」を支援する日本歯科医
師会様と日本財団様のチャリティ事業「ト
ゥースフェアリー」の助成を受けて、群
馬県沼田市にある大誠会内田病院グル
ープの福祉事業所「いきいき未来のも
り」様へりんご狩りと交流会を目的とした
「日帰りバスの旅」を決行いたしました。
　今回は、小学生、中学生を対象とした
放課後デイのご利用者様4家族13名、
そしてスタッフ9名の総勢22名。リフ
ト付きバスに乗り込み、いざ、出発！
　天候にも恵まれ、青空の下、真っ赤な
りんごを夢中で探したり、その場でりんごを試食したり･･･交流会では、「栃木」
と「群馬」の難問クイズを協力し合って考えたりと、真剣な様子でした。そして、

今回は、帰りに道の駅に寄り道し、足湯
を楽しみ、心も身体もポカポカになりまし
た。
　ホスピタリティに溢れた「いきいき未
来のもり」様のあたたかい対応に包まれ
た素敵な時間でした。また、そんなひと
時をご利用者様、ご家族とともに過ごす
ことができ、幸せでした。（大久保佳澄）
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足湯きもち～

北海道に行ってきました !! りんご取ったよー！！（交流会報告）

外出は社会参加
◆7月12日～15日 ◆10月20日
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▲高橋みらい様より ▲秋元幹夫様より

▲渡邊千恵様より
▲日本トイザらス株式会
　社様・日本財団様より

齋藤はるみ様より

▲

齋藤はるみ様より

▲

ご寄贈

いただ
きまし

た

※ 紙面の都合により、すべての寄贈品を
掲載できず、申し訳ございません。

○賛助会員のお申し込みの場合
　個人年会費（　3,000 円）
　団体年会費（10,000 円）　のどちらかを選択してください

【各種振込先のご案内】
　振込みは、ゆうちょ銀行の専用口座へお願いします。
　（誠に恐縮ですが、手数料は別途ご負担をお願い申し上げます）
＜ゆうちょ銀行からのお振込み＞
　口座番号：00110-4-441471
　口座名：特定非営利活動法人うりずん

＜ゆうちょ銀行以外からのお振込み＞
　〇一九店（ゼロイチキュウ店）　当座：0441471
【オンライン寄付】
　うりずんのホームページ（http://www.npourizn.org/）からも
ご寄付と賛助会員のオンライン決済ができます。（ビザかマスターカ
ードに限ります）
【寄付金額の最大 50％が税金から戻ってきます !】
　「うりずん」は「認定NPO法人」のため、うりずんへの寄付と賛助
会費には確定申告の際、税制上の優遇措置が受けられます。（手続
きについては、最寄の税務署等にお問合せください）

　重症障がい児者と家族への支援は緊急を要します。しかし行政の財政補助等は限られており、うりずんが支援活動を続けていく
ためには、皆様からのご支援がほんとうに必要です。今後ともご支援くださいますようお願い申し上げます。

ご
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うりずんビューティーチームは
ベストドレッサー賞3位を獲得しました

多くの方々から寄贈品をいただきました。
ご支援いただきました皆様に心より御礼申し上げます。

　12月22日（日）宇都宮市バ
ンバ広場（二荒山神社前）にて
「第４回サンタ deラン」が行
われ、160人ものサンタが子
どもの貧困や様々な生活課題
から救おうと活動への理解と
募金を呼びかけました。

サ
ン
タ
で
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年
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よ
！

　うりずんへのご支援も
多くの皆様から頂きまし
たこと、厚く御礼申し上
げます。　　（三谷知子）

子どもを救う、サンタ大集合 !!

宮城県 宇都宮市　黒﨑由美子 宇都宮市　高田　友美 宇都宮市　 大田原市　渡邊　　学 本庄市　　坂本喜久枝 大田区　　荒木　光子 滋賀県
仙台市　　田中総一郎 　弦楽器専門スプルス 　　　　　髙橋　信義 ㈲マスヤマメディカル 那須塩原市　髙根澤　孝 川口市　　齋藤　喜作 練馬区　　櫻林郁之介 大津市　　藤田　義嗣

栃木県 　　　　　小須田るみ 　　　　　髙橋　ミエ 　　　　　麦倉　敬亮 　　　　　秋元　一枝 千葉県 東久留米市　飯野　順子 米原市　　小椋　一司
宇都宮市　秋野　　毅 　　　　　小林満里子 　　　　　長　　重光 　　　　　武藤　高茂 那須烏山市　檜山　光治 市川市　　金屋　友子 八王子市　小沢　　浩 守山市　　乗光　秀明

 遠藤 正一、團孝 圭太　　　　　阿久津敦子 　　　　　近藤　貴子 　　　　　千葉健太郎 　　　　　村井佐代子 　　　　　三上　綾子 印西市　　ブレス㈱ 板橋区　　櫻井　敏子
　　　　　阿部　和史 　　　　　櫻井　克樹 　  手織り教室MAYA 　　　　　柳田　　巌 真岡市　　菊池　浩史 イエス･キリスト･コミュニティ

教会　印西ウィングヒルチャペル
武蔵野市　遠藤　泰弘 岐阜県

　　　　　新井　裕子 　　　　　佐藤　秀男 　　　手塚耳鼻咽喉科 　　　　　矢吹　佳子 　　　　　趙　　達来 文京区　　吉野　浩之 岐南町　　安田　和代
　　　　　井上　浩一 　　　　　里村　泰行 　　　　　寺脇　立子 　　　　　山田　勝次 　　　　　中三川沙織 　　　　　床井　　洋 立川市　　竹迫　弥生 奈良県
　　　　　井上　智貴 　デイサービスサン大谷

　　　　　三條　安子
　　　　　綱川　雅子 　　　　　山田有希子 下野市　　小島　好子 船橋市　　赤司　和雄 神奈川県 桜井市　㈱萬葉　上山三幸

　医療法人　賛永会
　さつきホームクリニック

　　　　　床井　忠夫 　　ユー福祉タクシー 　　　　　篠崎　岳彦 松戸市　　橋本めぐみ 大和市　　新田　文恵 兵庫県
　　　　　倭文　一彦 とちぎコープ生活協同組合 　読み聞かせボランティア

　　　　　おしゃべり雀
小山市　　菊地　純也 四街道市　久米　倫男 横須賀市　荒井　泰夫 西宮市 ツバキ薬粧　吉崎裕一

　宇都宮文星女子高等学校
　１年８組　遠藤　浩史

　社会福祉法人房香会
　　　　　しのいの郷

栃木保健医療生活協同組合 　　　　　佐藤知恵子 東京都 　　　　　㈲ヒロ薬局 広島県
　　　　　内藤　恵理 鹿沼市　　 栃木市　　阿部　道子 目黒区　　石川　憲彦 横浜市　　倉﨑　眞智 広島市　　西田　裕之

　　　　　大谷　孝吉 　　　　　椎貝　紀子 　　　　　西岡　　隆 　　　大塚智揮・政人 　　　　　佐々木邦子 　　　　　加藤　邦子 　　　　　志保田俊男 愛媛県
　　　　　大塚　俊男 　　　　　下谷　正幸 　　　　　波木　幸子 　　　　　柴田　賢一 足利市　　鈴木　理恵 葛飾区　　大野　敏之 　　　　　鈴木　公基 松山市　　中平　真生
　　　　　大房　寿男 　　　　　助川　　勉 　　　　　日光総業㈱ 日光市　　大久保　隆 高根沢町　佐藤　正行 　　　　　飯野　敏子 　　　　　永田　幸雄 鳥取県
　　　　　岡部　昇子 　福）共生の丘　KONOMI

　　　　　鈴木　通乃
　　　　　野呂　和子 　　　　　大嶋　洋子 　　　　　宮澤　保春 江東区　　小野　一己 　　　　　牧野カツコ 米子市　　前垣　義弘

  学校法人聖公会
 北関東学園愛隣幼稚園

　　　　　橋本　紀子 　　　　　大橋　康宏 市貝町　　國井　義慧 港区　　　酒井三貴子 川崎市　　小竿　順子 山口県

成常建設㈱　代表取締役
社長　　　山中　和弥

㈱パワーホットメディカル 　　　　　加藤　浩治 茨城県 渋谷区　　市川　　洌 藤沢市　　菅原　由美 周南市　　内田　正志
　　　　　金山　昭夫 　　　　　半田　　孝 　　　　　川味　ヱセ つくば市　手塚　文栄 新宿区　　松本　豊正 静岡県 宮崎県
　　　金子英紀・敏子 　　　　　関根　直久 　　　　　半田としこ 　　　　　佐藤　勇介 水戸市　　秋根　　大 　　　　　山田　泰久 伊豆の国市　木内　由美 宮崎市　　後藤　天成
　　　　　川澄サツエ 　　　　　関端　榮子 　　　　　広田　則子 　　　　　大門　泰子 群馬県 世田谷区　雨宮由紀枝 　　　　　日髙　良雄
　　　　　岸本　文嘉 　　　　　五月女浩之 　　　　　日野　公子 　　　　　長谷川興賢 藤岡市　　君野　文子 　　　　　大瀧　　潮 大阪府 沖縄県
　　　　　熊懐　真吾 　　　　　大門　　亘 　　　　　福本知恵子 　　　　　山口健太郎 埼玉県 　　　　　中村　知夫 池田市　　髙橋　昭夫 南風原町　吉岡　大晶
　　　　　倉橋さゆみ 　　　　　髙木　敏江 　　　　　益子　のあ 矢板市　　藤本　　早 さいたま市　渡邊　　誠 台東区　　後藤　由紀

宮城県 宇都宮市　倭文　一彦 宇都宮市　髙村カツ子 日光市　　佐藤　勇介 高根沢町　宮澤　保春 千葉県 神奈川県 滋賀県
仙台市　　田中総一郎   　　　　　篠崎　幸治 　　　　　渡辺惠美子 矢板市　　藤本　　早 茨城県 四街道市　久米　倫男 横浜市　　牧野カツコ 大津市　　藤田　義嗣

栃木県 　　　　　篠崎　文子 　　　　　広田　則子 那須烏山市　檜山　光治 水戸市　　秋根　　大 東京都 大和市　　新田　文恵 福岡県
宇都宮市　新井　裕子   　　　　　下谷　正幸 　　　　　村井佐代子 下野市　　河野　由美 つくば市　手塚　文栄 文京区　　吉野　浩之 藤沢市　　菅原　由美 福岡市　　中川　信介
　　　　　金子　敏子 　　　　　下谷利江子 　　　　　簗瀬　静江 　　　　　田村　　隆 埼玉県 練馬区　　中原　　陽 静岡県 宮崎県
　　　　　佐藤　秀男 　　　　　大門　　亘 鹿沼市　　秋山　和子 小山市　　佐野　光司 さいたま市　藤本　真二 武蔵野市　遠藤　泰弘 伊豆の国市　木内　由美 宮崎市　　後藤　天成
　　　　　佐藤　幸子 　　　　　高田　友美 日光市　　小貫美砂恵 栃木市　　大友　崇義 川口市　　髙橋　　潤 小平市　　小坂美津子 石川県
　　　　　里村　泰行 　　　　　髙橋　信義 　　　　　片岡　真理 　　　　　大澤　光司 小松市　　清水まゆ美

ご寄付　2,299,096円をいただきました。ご支援ありがとうございました。

■団体賛助会員　10団体が入会・更新くださいました。

NPO法人うりずん寄付者名簿（敬称略） 令和元年10月1日～ 12月31日（到着分）

■個人賛助会員　49名の方が入会・更新くださいました（うち匿名5名）

栃木県 小山市　　トータルクリニック寺門医院 山梨県 三重県

宇都宮市　公益社団法人栃木県看護協会 下野市　　おかべこどもクリニック 昭和町　　げんきキッズクリニック　 伊勢市　　医療法人あゆみ会　いせ在宅医療クリニック

　　　　　社会福祉法人房香会　しのいの郷 壬生町　　あかりこどもクリニック 岐阜県 愛媛県

　　　　　生活介護はなみずき 岐南町　　医療法人かがやき　総合在宅医療クリニック 松山市　　医療法人 いとう小児科

■一般寄付者　延べ160名（うち匿名希望10名）
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在宅ケアネットワーク栃木　
　　日　時：2020年2月11日（月・祝）
　　　　　　9:55～15:45（9:30開場）
　　会　場：自治医科大学　地域医療情報研修センター　大講堂
　　テーマ：認知症を通じて誰もが自分らしく活きることを考える
　　　　　　～自分らしく活きるために必要なことは…～
　　参加費：一般会員 :1,000円　学生：500円
　　　　　　（大会参加費（兼）会年会費として）
　　締切り：2020年1月31日

研修会のお知らせ
編
集
後
記

編
集
後
記

※詳しくはうりずんHPをご覧ください。

・荒井泰夫
・雨宮由紀枝
・秋根大
・今泉保育園
・イエスキリストコミュ
ニティ協会印西ウイン
グヒルチャペル

・井上浩一
・岡部昇子
・大橋康宏
・大房寿男
・岡本一洸
・大橋康宏

・小竿順子
・おしゃべり雀
　日下幸雄
・大久保隆
・大塚智揮・政人
・川味エセ
・加藤浩治
・河宇女性農業士
　御子貝荒江
・金屋友子
・社福：共生の丘
　konomi 鈴木通乃
・木村弘明

・㈱キープキャリエール
・國井義慧
・小林満里子
・小島崇
・小滝恵江
・佐藤正行
・デイサービスサン大谷
・佐藤千恵子
・医）賛永会さつきホー
ムクリニック

・櫻井敏子
・齋藤愛華
・柴田賢一

・篠﨑とし子
・清水秀昭
・篠塚はるみ
・下島恵子
・椎貝紀子
・杉浦守
・下谷正幸
・関ヨシ子
・関根直久
・五月女夏巳
・竹本勉
・高橋ミエ
・竹下裕子

・千葉健太郎
・趙達来
・㈱ツバキ薬粧
・成常建設㈱
・綱川雅子
・手塚耳鼻咽喉科医院
・手塚高博
・寺脇立子
・床井洋
・豊郷柔道クラブ（原）
・中嶋弓子
・中三川沙織
・西岡隆

・西田裕之
・㈱日本栄養給食協会
・沼尾泰子
・日野公子
・益子のあ
・㈱マルハン
・三上綾子
・山中悠
・ユー福祉タクシー
・㈱ロココ企画
・渡邊千恵

クリスマス会にご協力いただいた皆様（順不同・敬称略）

　2019年、令和になって初のうりずんクリスマス会がご利用者様ご家族、ボラ
ンティア様、総勢250名ほどで開催されました。オープニングは小さなサーカス
団「たらったらった」様をゲストにお呼びし、華やかなステージで、なかなか間
近で見るできない技の数々に盛大な拍手があがっていました。

　お食事は、今年も日本栄養給食協会様の
温かいシチューにオードブル、豪華なスイ
ーツタワーと盛りだくさん。目でも味でも
大満足のメニューでした。
　午後は音楽療法でお世話になっている金
子悦子様率いる「ベル・アイレ」様の美しい
ハーモニーにうっとりし、うりずんスタッ
フ恒例となりつつある“とんちき仮装”（？）と
のコラボレーションは、「ディズニー」の雰囲
気を目ざしたものの個性が豊か過ぎて目が
忙しいことになっていました。（笑）
　多くの笑顔に楽しげな笑い声に一日中包
まれ、スタッフの方が大きなクリスマスプ
レゼントをいただいた気持ちでした。加
えて多くの皆様にご支援を頂きまし
たこと、厚く御礼申し上げます。
　また来年のクリスマス会に思い
を馳せて…（荻野目恵）

サンタさんがプレゼントを持ってきてくれました

▲家族みんなで
　楽しみました♪

ベルアイレさんの歌

▲日本栄養給食協会さん
　の美味しいデザート

 毎年恒例のうりずんクリスマス会
12月15日（日）とちぎ健康の森にて開催しました!!

ディズニーっぽいスタッフの仮装にびっくり

▲ 小さなサーカス団た
らったらったさんの楽
しいパフォーマンス

★

★ ★


